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第6回紫式部文学賞

田中澄江さん「夫の始末｣に
　
こ
の
ほ
ど
、
第
六
回
紫
式
部
文
学

賞
の
受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
田
中
澄
江
さ
ん
の
小

説
「
夫
の
始
末
」
。
大
正
・
昭
和
・

平
成
の
三
代
を
生
き
抜
い
た
女
性
が
、

自
分
の
実
生
活
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

数
々
を
抜
き
出
し
、
巧
み
な
セ
リ
フ

運
び
で
連
ね
た
作
品
で
す
。
受
賞
式

は
十
一
月
十
七
日
向
、
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

回
文
化
観
光
課
（
登
内
線
2
2
2
3
）
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第
六
回
紫
式
部
文
学
賞
の
受

賞
作
品
は
、
脚
本
家
の
田
中
澄

江
さ
ん
の
小
説
「
夫
の
始
末
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
紫
式
部
文

学
賞
は
平
成
二
年
、
源
氏
物
語

ゆ
か
り
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ

る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
創
設
。

対
象
と
な
る
の
は
女
性
作
家
に

よ
る
文
学
作
品
で
、
今
回
は
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
六
十
二
作

品
か
ら
こ
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
選
考
委
員
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）
。
梅
原

猛
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
よ

　
（
作
家
）
、
瀬
戸
内
寂
聴
（
作

家
）
、
竹
田
青
嗣
（
文
芸
評
論

家
）
、
多
田
道
太
郎
（
評
論
家
）
。

▼
▼
こ
ん
な
作
品
▲
▲

　
戦
前
の
日
本
の
恵
ま
れ
た
家

庭
環
境
で
、
自
立
し
た
女
の
生

き
方
を
学
ん
だ
著
者
自
身
が
主

人
公
。
彼
女
は
、
優
秀
な
劇
作

家
で
は
あ
っ
て
も
生
活
者
と
し

て
能
力
は
あ
ま
り
な
い
夫
の
妻

と
し
て
、
ま
た
三
人
の
子
供
の

母
と
し
て
、
頑
固
な
し
ゅ
う
と

し
ゅ
う
と
め
と
の
葛
藤
牽
Ｅ
え
、

一
家
の
経
済
を
支
え
な
が
ら
、

な
お
む
や
み
が
た
い
自
由
な
生

き
方
を
求
め
る
衝
動
に
従
っ
て

生
き
て
き
た
。
そ
ん
な
自
分
の

一
生
を
、
人
生
の
晩
期
を
迎
え

て
連
作
小
説
の
か
た
ち
で
書
い

た
作
品
集
で
す
。

　
　
『
骨
の
始
末
』
「
花
の
始
末
」

『
夫
の
始
末
』
『
夫
の
病
気
』
の

四
編
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
「
始
末
」
と
は
初
め
か
ら

終
わ
り
ま
で
の
て
ん
末
、
総
括

の
意
味
。
と
い
っ
て
も
、
『
夫

の
始
末
』
に
は
、
自
分
の
欲
望

の
た
め
に
本
当
に
夫
を
始
末
す

る
女
性
も
登
場
し
ま
す
。

　
彼
女
が
秘
め
た
胸
の
内
を
吐

き
出
す
際
の
小
気
味
よ
さ
は
、

思
わ
ず
笑
い
聚
噴
耗
ま
す
か
、

香
西
か
お
り

そ
れ
は
彼
女
の
強
さ
、
た
く
ま

し
さ
ゆ
え
の
こ
と
、
反
転
す
れ

返
付
万
作
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ

出
る
よ
う
な
作
品
」

　
八
月
十
四
日
㈲
の
発
表
の
席

上
、
梅
原
猛
選
考
委
員
長
は
次

の
よ
う
に
講
評
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
田
中
澄
江
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

の
受
賞
者
の
中
で
は
最
高
齢
で

す
が
、
そ
の
筆
は
若
々
し
く
、

た
く
ま
し
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
ふ
れ
出
る
よ
う
な
実
に
新
鮮

な
感
じ
の
す
る
小
説
で
す
。
ほ

ぼ
正
確
に
ご
自
分
の
こ
と
を
書

か
れ
た
私
小
説
で
す
が
、
そ
れ

に
あ
り
か
ち
な
ジ
メ
ジ
メ
し
た

暗
く
甘
え
た
所
が
少
し
も
あ
り

ま
せ
ん
。
時
々
す
さ
ま
じ
い
文

句
も
出
て
き
ま
す
が
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
豊
か
な
人
々
が
非

常
に
良
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
夫
の
始
末
」
と
い
う
と
誤

解
を
受
け
る
よ
う
な
タ
イ
ト
ル

で
す
が
、
作
者
は
カ
ト
リ
ッ
ク

で
厳
し
い
一
夫
一
婦
制
の
信
者

で
、
教
養
は
大
変
深
く
、
す
さ

ま
じ
い
潔
癖
感
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
源
氏
物
語
の
話
が
出
て
く

Ｉ
発
表
す
る
梅
原
猛
選
考
委

員
長
（
右
）
と
池
本
市
長

　　9 M23日(祝)器:昌昌：

　　文化センター大ホール

　｢-k扁華筆｣Ｓ席5000円　A席4000円(当日5oo円増)

雌前刻に合わせて近鉄大久保駅､京阪宇治駅､小倉･緑ｹ原方面に臨時バスを増発

　

　　助宇治市文化センターa20－2111

る
所
は
非
常
に
的
確
で
す
。
紫

式
部
は
好
き
だ
け
れ
ど
光
源
氏

の
よ
う
な
浮
気
な
男
は
許
せ
な

い
と
い
う
立
場
で
書
か
れ
て
い

ま
す
。
彼
女
の
こ
の
あ
ま
り
な

潔
癖
感
が
結
構
こ
っ
け
い
さ
を

誘
う
場
面
も
あ
り
、
そ
こ
が
大

変
お
む
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

　
文
章
は
大
変
明
せ
き
で
、
ほ

宇治との縁

ありがたい

　　受賞の言

葉

　
宇
治
は
日
本
の
歴
史
の
上
に
、

又
、
古
典
の
世
界
の
中
に
幾
度

と
な
く
登
場
し
、
日
本
を
東
と

西
に
分
か
つ
重
要
な
地
点
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
親
し
く
そ

の
地
に
立
つ
度
、
水
清
き
流
れ

に
、
木
々
を
わ
た
る
風
の
音
に

耳
を
す
ま
し
、
古
代
か
ら
の
日

本
の
こ
こ
ろ
が
胸
に
ひ
び
く
思

田中　澄江さん

文化センター／観光協会/観光案内所(宇治橋西詰･近鉄大久保5Rtl内)／松下時計店
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プ
レ

イ

ガ
イ

ド

９月28日缶±沼恵美子講演会の整理券はありません
なお√当日車での来場はご遠慮ください……

ん
と
う
に
最
近
ま
れ
に
見
る
力

作
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た

強
く
は
っ
き
り
と
し
た
女
性
の

知
性
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。
作

者
は
京
都
の
下
鴨
に
十
年
ほ
ど

住
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
。

そ
う
し
た
縁
の
あ
る
田
中
さ
ん

が
受
賞
さ
れ
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

い
に
な
り
ま
す
。
今
そ
の
地
の

名
を
負
う
市
企
画
の
栄
え
あ
る

紫
式
部
文
学
賞
を
い
た
だ
き
、

過
分
の
光
栄
と
仔
じ
あ
げ
つ
つ
、

又
、
自
分
も
日
本
の
一
人
の
女

と
し
て
、
文
化
の
香
り
ゆ
か
し

き
宇
治
に
一
つ
の
え
に
し
の
糸

で
結
ば
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
あ
り
か
た
く
存
じ
て
お
り
ま

す
。

　
〈
著
者
略
歴
〉
明
治
4
1
年
４
月

東
京
生
ま
れ
。
昭
和
７
年
東
京

女
子
高
等
師
範
（
現
お
茶
の
水

女
子
大
学
）
卒
。
９
年
劇
作
家

田
中
言
知
昏
嬉
・
翠

映
画
「
我
が
家
は
楽
し
」
な
ど

で
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
シ
十
社
オ
賞
、

4
9
年
「
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
」
で

芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、
5
6
年

「
花
の
百
名
山
」
で
読
売
文
学

賞
随
筆
紀
行
賞
を
受
賞
。
ほ
か

の
著
書
に
「
ハ
マ
ナ
デ
シ
コ
と

妻
た
ち
」
な
ど
が
あ
る
。
東
京

都
中
野
区
に
在
住
。
受
賞
作
は

平
成
七
年
、
講
談
社
か
ら
刊
行
。

667

安
全
に
努
め
て
い
ま
す

学
校
給
食
O
-
1
5
7
の
対
策

は

　
間
も
な
く
二
学
期
。
九
月
四

日
團
か
ら
学
校
給
食
が
始
ま
り

ま
す
。
全
国
的
に
発
生
し
、
市

内
で
も
感
染
者
が
見
付
か
っ
た

病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
－
１
５
７
に

よ
る
食
中
毒
に
つ
い
て
、
市
教

育
委
員
会
で
は
、
給
食
に
よ
る

集
団
感
染
と
学
校
生
活
で
の
二

次
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、
七

月
一
日
以
降
、
献
立
を
変
更
す

る
な
ど
、
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　
上
学
期
の
学
校
給
食
は
よ
り

一
層
の
安
全
性
を
考
慮
し
、
次

の
よ
う
な
食
中
毒
防
止
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
調
理
作
業

時
の
衝
生
管
理
の
徹
底
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

①
献
立
は
1
0
月
末
ま
で
、
十
分

　
な
加
熱
処
理
と
温
度
管
理
が

　
で
き
る
内
容
に
し
ま
す

②
学
校
給
食
が
始
ま
る
ま
で
に

　
給
食
室
を
消
毒
し
、
飲
料
水

　
の
水
質
を
再
度
検
査
し
ま
す

③
給
食
関
係
職
員
の
検
便
を
実

　
施
し
ま
す
’

④
大
型
冷
凍
冷
蔵
庫
を
増
設
し

　
ま
す
（
下
写
真
）

図]学校教育課

公内線2613

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

選考委

員長講

評

守 り ま し ょ う

O - 1 5 7 の 3 原 則まだ

まだ

安心

でき

ませ

ん
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下水道広げて守ろう　水の星
全国下水道促進デーの催し　9/8(日)

　公共下水道は、快適な生活環境ときれいな河川を守るうえで、大切な施

設です。市では、９月10日の｢全国下水道促進デー｣に先駆け、９月８日

(日)に処理施設の公開や下水道相談を行います。身近で大切な下水道をより

深く知っていただくためにも、ぜひご来場ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃下水道管理課(a内線2452)

広
が
る
公
共
下
水
道

　
下
水
道
は
ト
イ
レ
や
台
所
の

汚
れ
た
水
を
下
水
管
を
通
し
て

下
水
処
理
場
に
集
め
、
き
れ
い

な
水
に
し
て
自
然
に
返
す
施
設

で
す
。
側
溝
に
は
雨
水
し
か
流

れ
な
い
た
め
害
虫
や
伝
染
病
の

発
生
を
防
ぎ
ま
す
し
、
川
や
海

な
ど
の
水
も
き
れ
い
に
な
り
ま

す
。

　
市
で
は
、
宇
治
川
を
境
に
東

宇
治
処
理
区
と
洛
南
処
理
区
と

に
分
け
て
、
下
水
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
東
宇
治
処
理
区
は
木
幡
の
宇

治
市
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

汚
水
を
処
理
す
る
地
域
で
、
昭

和
六
十
一
年
八
月
か
ら
使
用
を

開
始
。
現
在
、
六
地
蔵
・
木
幡

地
域
の
大
部
分
と
五
ケ
庄
の
一

部
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
洛
南

処
理
区
は
八
幡
市
に
あ
る
京
都

府
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
汚
水

を
処
理
す
る
地
域
で
、
平
成
元

年
十
一
月
か
ら
使
用
を
始
め
、

撰
島
町
・
伊
勢
田
町
・
小
倉
町

卜
五
ケ
庄
梅
林
の
シ
ー
ル
ド
工
事
現
場
で

・
大
久
保
町
・
広
野
町
の
一
部

で
下
水
道
が
普
及
。
両
処
理
区

合
わ
せ
て
こ
の
十
年
間
で
、
市

民
の
三
人
に
ひ
と
り
が
下
水
道

を
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

（
八
年
七
月
末
現
在
の
普
及
率

三
三
・
九
％
）
。

　
し
か
し
公
共
下
水
道
が
普
及

し
て
も
、
各
家
庭
が
排
水
設
備

を
接
続
し
な
い
と
効
果
か
お
り

ま
せ
ん
。
七
年
度
末
の
処
理
区

域
内
の
水
洗
化
率
は
八
七
・
二

％
で
、
大
部
分
の
家
庭
が
接
続

し
て
い
ま
す
。
家
屋
を
改
築
し

た
り
す
る
と
き
に
は
、
下
水
道

と
の
接
続
を
考
慮
し
て
設
計
す

る
と
将
来
の
負
担
が
軽
減
で
き

ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
下
水
道

を
使
用
で
き
る
地
域
の
人
は
早

い
う
ち
に
公
共
下
水
道
に
接
続

し
て
く
だ
さ
い
。

下水道10年の歩み
％

87.2％

戸a岫ft化率。ﾌ諾遜証M誤F6
0
　
5
0

　
家
庭
と
公
共
下
水
道
を
結
ぶ

排
水
設
備
に
は
、
雨
水
が
入
ら

な
い
こ
と
や
、
勾
配
か
お
り
ス

ム
ー
ズ
に
汚
水
が
流
れ
る
こ
と

な
ど
、
一
定
の
構
造
と
機
能
を

処
理
施
設
見
学
と

下
水
道
相
談

　
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
に
ち

な
ん
で
九
月
八
日
向
に
処
理
施

設
の
見
学
と
下
水
道
に
関
す
る

相
談
を
行
い
ま
す
。

　
処
理
施
設
の
見
学

◆
会
場
…
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ

ー
、
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
と

午
後
二
時
か
ら
の
二
回
。

　
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
は
、

オ
ー
レ
ま
る
や
ま
前
と
南
遊
田

バ
ス
停
付
近
か
ら
午
前
九
時
半

（
帰
着
十
一
時
半
）
と
午
後
一

時
半
（
帰
着
三
時
半
）
に
送
迎

バ
ス
が
出
ま
す
。
記
念
品
な
ど

麗
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
：
八
幡
市

　
焼
木
１
萱
0
7
5
・
６
３
２
・
1
4
3
3

32.2％

T水遍普ａ率__゛警A
P

０
　
０
　
０
　
０

４
　
３
　
２
　
１

61　62　63　HI　2　3　4　5　6　7年度末

備
え
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
排
水
設
備

の
工
事
基
準
岑
定
め
る
と
共
に
。

一
定
の
資
格
要
件
を
備
え
こ
の

基
準
に
合
う
工
事
が
で
き
る
業

者
を
、
公
認
業
者
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
工
事
の
際
は
公
認
業
者

へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
す
。

　
　
下
水
道
相
談

◆
会
場
…
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ

ー
、
宇
治
市
南
遊
田
集
会
所

　
い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
。
家
庭
内
の
水
洗

化
工
事
や
地
域
の
公
共
下
水
道

の
整
備
計
画
な
ど
、
下
水
道
に

関
す
る
相
談
岑
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
公
認
業
者
に
よ
る
工
事

の
見
積
も
り
も
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

／
り
『
剽
が

Ｆ
Ｍ
う
じ
開
局
１
周
年

　
　
九
月
一
日
、
Ｆ
Ｍ
う
じ
（
周
波

　
数
八
十
八
・
八
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
が

　
開
局
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
　
宇
治
の
ま
ち
の
身
近
な
情
報
を

　
発
信
し
、
災
害
発
生
時
に
は
、
貴

　
重
な
情
報
源
と
し
て
の
役
目
が
期

、
待
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
・

　
Ｆ
Ｍ
う
じ
。
こ
の
一
年
、
地
域
に

　
密
着
し
た
放
送
内
容
で
、
リ
ス
ナ

　
ー
も
次
第
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
　
市
で
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

　
午
前
九
時
か
ら
十
時
半
に
放
送
の

　
「
た
か
ら
木
探
検
隊
」
で
、
市
職

清掃週間イベント

施設見学会

　
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
三

市
三
町
と
城
南
衛
生
管
理
組

合
で
構
成
す
る
清
掃
週
間
実

行
委
員
会
は
、
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
利
用
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
「
く
ら
し
を
よ

く
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
次
の
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

清
掃
週
間
イ
ベ
ン
ト

　
〈
と
き
・
と
こ
ろ
〉

　
９
月
1
5
日
蜘
、
午
前
1
0
時

～
午
後
２
時
。
折
居
清
掃
工

場
（
太
陽
が
丘
南
隣
り
）

　
〈
内
容
〉

　
○
リ
サ
イ
ク
ル
市
・
・
・
「
ま

だ
使
え
る
ご
み
」
を
展
示
し

希
望
者
に
無
料
で
譲
り
ま
す
。

持
ち
帰
り
は
各
自
で
。
抽
選

受
け
付
け
は
午
前
1
0
時
1
5
分

～
‥
‥
‥
一
時
半
。
抽
選
開
始
は
正

午
か
ら
で
す
○
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
　
○
子
供
コ
ー
ナ

ー
…
「
金
魚
す
く
い
・
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」
「
ア

ル
ミ
溶
解
メ
ダ
ル
」
「
紙
芝

居
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
「
子
供

工
作
・
モ
ビ
ー
ル
作
り
」

○
展
示
・
実
演
・
：
「
リ
サ
イ

ク
ル
ア
ー
ト
展
」
「
フ
ロ
ン

回
収
実
演
」
な
ど

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
会

場
へ
は
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
『
京
阪
宇
治
駅
発
Ｊ
Ｒ

宇
治
駅
・
宇
治
市
役
所
経
由

の
臨
時
バ
ス
も
運
行
』
手
）
。

施
設
見
学
会

　
▽
日
時
…
９
月
2
8
日
出
、

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
　
▽

行
き
先
・
：
沢
第
１
酉
一
工
場
、

沢
ご
み
中
継
場
、
折
居
清
掃

工
場
　
▽
参
加
費
…
無
料
。

昼
食
付
き
▽
定
員
・
：
先
着
5
0

人
　
▽
交
通
：
字
治
車
庫
、

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
停
車
の
貸
し
切

り
バ
ス
を
運
行
　
▽
申
し
込

み
・
：
城
南
衛
生
管
理
組
合
広

報
課
（
昔
０
７
５
・
６
３
１

・
5
1
7
1
）
。

午前10時

～午後３時
９／８(日)第8回　市民ふれあいまつり

員
や
関
係
団
体
の
人
々
が
生
出
演

（
上
写
真
）
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
分
か
り

や
す
く
三
十
分
間
市
政
情
報
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
聞

き
の
が
し
な
く
。

Ｆ
Ｍ
う
じ
へ
の
ご
意
見
は

〒
６
１
１
　
宇
治
壱
番
３

　
昔
　
　
2
4
一
8
8
1
8

F
A
χ
　
2
4
・
2
0
3
8

太陽が丘

　入場無料
Uji-トピア'96

問い合わせ：社会教育課(a内線2615)

●ミュージックパレード●太極拳・ヨーガ教室 ●チャレンジランキング

●スピードくじ ●手作りコーナー ●こども博物館

●リレーカーニバル ●福祉施設作品販売 ●グランドゴルフ
●小学生ラグビー交流試合一 ●ミニSL ●ベース１周走

●ソフトバレーボール ●ペットボトルロケット

　(炭酸飲料用ペットボトル

　　2個持参)

●ポール遠投競争

●ラージボール卓球 ●スタンプラリー

●健康コーナー

668

■
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
：
木
幡

　
北
島
1
0
萱
3
1
・
8
4
7
5

城南衛生管理組合

接
続
工
事
は

　
　
公
認
業
者
で9 月 8 日 ( 日 )
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福　祉

■要約筆記ボランティア入門講座

　要約筆記を学んでボランティア

活動をしてみませんか。[〉９月28

日~11月２日の土曜、午後１時半

～３時半。９月28日と10月５日は

産業会館、それ以外は総合福祉会

館[＞内容…講演、体験発表、実技

学習ほかC〉対象…難聴者問題に関

心のある人C〉参加費…500円[〉持

ち物…筆記用具E〉定員…先着o人

　[1]9月24日叫までに社会福祉協

議会(S22-5650、ファクス22-56

54)。

■在宅老人家族介護者教室

　[＞9月14日出、午後１時半~3

時半。小倉デイサービスセンター

[〉テーマ…｢介護の概念・老人の

心と体の変化・介護者の健康管理｣

　圃9月12日田までに小倉デイサ

ービスセンター(容21-6294)へ。

講座・教室

■同和問題を考える市民講座

　[〉９月３日脚、午後７時～。木

幡公民館[＞テーマ…被差別部落形

成の歴史n~近代・現代編～[＞講

師…日本文化史研究所所長・岩國

久恒さん回同和対策室(s内線

2221)。

・城南地域職業訓練センター(a

　46-0688)

　　〈海外で役立つ英会話・初級〉

＞10月５日～9年３月29日の土曜、

午前９時半～正午。 22回E〉参加費

…３万1500円。　く和裁＝初級・

中級・上級〉t＞9月25日～12月６

日の水・金曜、午前10時～午後４

時。20回[〉参加費…１万2〔〕00円

回同センター。

・城南勤労者福祉会館(昔46-0780)

　　〈さば寿司教室〉[＞９月28日出、

午後2時～４時。[〉参加費…1500

円(＞持ち物…日本手ぬぐいほか）

定員…先着30人圃同会館。

公民館・青少年センター

■大久保青少年センター(S44-7

　447)

　回子供茶道教室、一人暮らしの

お年寄りと子供の集いは必要。い

ずれも同センター。

　　〈チャレンジ広場〉＞9月14日

(±)[＞内容・時間…○体操教室＝午

前９時～10時○手作り教室｢敬老

の日のプレゼント作り」＝午前９

時～正午○一輪車とバドミントン

＝午前９時～正午［〉対象…小学生

以上。　〈子供茶道教室〉［＞９月

28日出、午前９時～正午［＞対象…

小・中学生[＞参加費…100円C＞定

員…先着20人。　く一人暮らしの

お年寄りと子供の集い〉[〉９月28

日出、午前9時～正午り内容…お

話し会、音楽会[〉対象…小・中学

生と一人暮らしのお年寄り[〉定員

…先着各25人。　〈おはなし会〉

[＞９月11日・25日の水曜、いずれ

も午後3時半4時[＞対象…幼児

～小学校低学年。

■宇治公民It (昔21-2804)

　〈児童文学講演会〉＞9月14日

出、午前10時半～正午[〉テーマ…

｢詩を書く喜び、詩を読む喜び｣

r〉講師…詩人・野呂昶さん[回保

育希望者(2 歳以上で先着15人・

おやつ代必要)は９月６日囮まで

に同館。

■小倉公民館(£S22-4687)

　〈茶香服大会〉お茶を飲み比べ、

その香り、色、味などでお茶の種

類を当てる郷土の催しです。[＞９

月19日困、午後１時半~4時半[＞

指導…小倉茶業青年団[〉参加費…

500円c〉定員‥･先着30人　圃同館。

お知らせ

■新築・増築家屋の調査にご協力を

　市では、新築・増築家屋を中心

に、固定資産税の課税に必要な家

屋調査を行っています。調査には、

資産税課の職員が固定資産評価補

助員証を携帯し、直接各家庭を訪

問しますので、ご協力ください。

また、未登記家屋の全部又は一部

を取り壊した人は、家屋滅失届

(-I産税課にあります）を12月末

までに必ず提出してください。回

資産税課（a内線2130）。

,=,各種がん検診実施中=.

‥‥‥‥:‥.●I:･

-.l∵7∵.¨4g♂y441-:.-7｛丿,･,t丿y.･:-.･/.5-a一二丿･.’

◆胃・大腸・乳がん検診

　…健康医療課で受け付け中

◆子宮がん検診（11月30日まで）

　…市内の産婦人科で実施中

巨健康医療課（a内線2333）■老人福祉センター電話番号変更

　９月１日(日)から10月10日固まで

の総合福祉会館改修に伴い、老人

福祉センター・連合喜老会の電話

番号が22－5652に変わります。

ｔ 丿 ｀ ふ 肖 ¨ 入 - " χ - ' ∴ － ・ ｊ ぞ ’ ･ : . . - ’ 乃 ’ ● ツ ･ り ’ ｛ Ｊ 一 哨 － ･ - y : - : ･ - ゛ … … … … … … l ｛ … … … … …

　 　 　 　 　 　 　 ・ a － － ・ a - 一 一 ● . ･ . ･
京滋バイパス夜間通行止

で　９月10日火20時～1旧氷6時犬

　＜　　南郷＼ c~巨椋Ｉ Ｃ

　白（防災訓練と点検作僕のため）ご

　〉巨消防本部警防課（a内線2655)

　大日本道路公団京滋バイパス管理Ｔ

　ト事務所（3075-631-4810)………j

　l｡｡､I.｡｡二､い｡､｡二｡､:y;､II二………でし……I.:……､I;i､:｡……､ﾖ

・巡回無料法律相談

　t＞9月10日(火)、午i友I時~3時。

市役所市民相談室C〉担当…京都弁

護士会所属弁護士[＞定員…先着10

人(電話予約必要)[回広報課市民

相談係(Q内線2079)。

　【訂正】８月11日号2面の胃がん

検診の日程表で、午後の部・10月

２日困の会場が木幡小学校とある

のは木幡公民館の誤りでした。ま

た、成人歯科健康診査の日程で９

月10日から９月22日までの火曜日

　　　　　－　　　　　－とあるのは９月10日から10月22日

　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　－までの火曜日の誤りでした。おわ

びし訂正します。

　口'なりそjSJ

I

∧ト＼冷勺
１レ卜Ｔ　－･'´

ｙｙ･ヽ－　……-,-"'

　　ヽＪ．”

咳

　－

／

　伊藤　綾花ち。ん

　H7.8.11の／棋島町門口

明るく元気に育ってネ／

募

集

７年９月生まれのお子さん。10日

吹)までに広報課(a内線2070)へ

　
市
で
は
、
毎
年
十
一
月
二
十

三
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技

能
功
労
者
を
沼
Ｗ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
長
く
一
つ
の
職
業
に

従
事
し
、
優
れ
た
技
能
を
磨
い

て
き
た
人
の
功
労
を
た
た
え
る

と
共
に
、
技
能
水
準
の
一
層
の

向
上
と
技
能
尊
重
の
機
運
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
技
能
功
労
者
の
候
補

者
の
推
薦
を
九
月
二
十
日
吻
ま

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
〈
対
象
と
な
る
人
〉
①
建
築
・

土
木
・
電
気
工
事
な
ど
②
各
種

の
製
品
製
造
・
加
工
・
組
み
立

技
能
功
労
者
の

　
　
推
薦
受
け
付
け

　
九
月
九
日
は
救
急
の
日
で
す
。

今
年
上
半
期
（
一
月
上
（
月
）

の
救
急
出
動
件
数
は
二
千
百
五

十
二
件
で
、
二
千
七
十
九
人
を

医
療
機
関
へ
運
び
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
六
割
以
上
が
軽
傷

者
（
入
院
の
必
要
の
な
い
人
）

で
し
た
。

　
救
急
車
の
台
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
人

に
す
ぐ
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
軽
い
け
が
や
病
気
の
場
合

は
で
き
る
だ
け
一
般
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
一
一
九
番
で
救
急
車

を
呼
ぶ
時
は
、
落
ち
着
い
て
患

者
の
い
る
場
所
や
目
標
物
、
病

人
な
ど
の
容
態
、
性
別
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
は
っ
き
り
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

宇治市総合防災訓練の中止と

テレビ広報・さわやか宇治の中止

○時間はいずれも14:00～15:30

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と

お
り
。
午
後
１
時
半
～
３
時
半

（
初
回
と
最
終
回
は
午
後
４
時

ま
で
）
▼
会
場
・
：
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
‥
‥
八
月
2
1
日
は
宇
治
公

民
館
）
▼
対
象
…
市
内
在
住
で

５
回
以
上
出
席
で
き
る
人
▼
定

員
・
：
２
Ｏ
叉
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
資
料
代
・
：
８

て
・
修
理
な
ど
③
理
容
・
美
容

・
調
理
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
技
能
的
職
種
に
就
き
、

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
出
市

内
に
継
続
し
て
５
年
以
上
住
所

が
あ
る
人
口
技
能
者
と
し
て
市

内
の
小
規
模
の
事
業
所
に
５
年

月日 テ　ー　マ 講　　　師

9/19
　俐

｢女性参政権あれから60年｣

　～今・これから～

鰭叙ii1S£l!委員長

　河村吉宏さん

10/17
　俐

「生命の輝きあなたはどうしますか」

　　　　～終末医療～

尊厳死を考える市民団体

グループ｀夕映え″代表

　　夏地弥栄子さん

11/21
　團

「心と体､元気ですか？」

　～加齢を楽しく～

≪s大学社会教育判捷授

　　小倉美津子さん

12/12
　俐

｢大切ですね､人とひと｣

　～私もあなたも～

元大阪法賎堺支服

　山口一成さん

H9.1/16

　困
｢歴史に生きた宇治の里人｣

京都府文化財保a指導委員

　　若原英次さん

2/6
　俐

｢21世紀に向けて自分らしい生き

方ができる杜会を創ろう｣

mm大学人文物教侵

　藤枝澪子さん

2/20
　困

｢世界からのメッセージ｣

　　　～命～

高槙内科医院院長

　　高橋権也さん

　
秋
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
左
下

表
の
日
程
・
会
準
行
い
ま
す
。

▼
対
象
…
４
歳
未
満
の
子
ど
も

▼
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
・
：
次

の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
子

ど
も
○
三
種
混
合
・
日
本
脳
炎

を
受
け
て
Ｉ
週
間
以
内
○
麻

し
ん
・
風
し
ん
・
水
痘
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
受
け

て
か
ら
、
も
し
く
は
、
い
ず
れ

か
に
か
か
り
治
っ
て
か
ら
４
週

/ 保健医療センター
東宇治
幼稚園

城南勤

労者福
祉会館

ｸﾞﾘｰﾝ

ﾀｳﾝ植

島中央集

会所

木　幡
公民館

広　野
公民館

西小倉

コミュニ

ティセン

ター

ツベルクリン
反応検査

9／2

　(月)

10/1
　吠）

９／９

　(月)
9/17
　吹）

9/18
　哨

9/24
　吠）

10/9
　困

10/15
　脚

B C G
9／4
　伽

10/3
　困

9/11
　伽

9/19
　Ⅲ

9/20
　吻

9/26
　困

10/11
　吻

10/17
　困

○車では来場しないでください

間
以
内
○
現
在
、
と
び
ひ
、

手
足
口
病
、
突
発
性
発
し
ん
に

か
か
っ
て
い
る

　
詳
し
く
は
、
保
健
予
防
課

（
昔
内
線
2
2
6
1
）
へ
。

０
０
円
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
「
女
性
大
学
甲
し
沃
男
」

と
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
、

保
育
希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前

・
年
齢
・
性
別
を
記
入
し
、
返

信
は
が
き
に
も
住
所
・
氏
名
を

書
き
、
宇
治
市
婦
人
会
連
絡
協

議
会
（
宇
治
琵
琶
3
3
、
市
役
所

社
会
教
育
課
内
）
へ
▼
締
め
切

り
・
：
９
月
９
日
○
必
着
。
な
お
、

２
月
６
日
俐
の
公
開
講
座
は
申

し
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課

（
登
内
線
2
6
1
5
）
。

予
防
接
種

以
上
従
事
し
、
経
験
年
数
3
0
年

以
上
で
、
平
成
８
年
‥
Ｈ
月
2
3
日

現
在
で
満
6
0
歳
以
上
の
人
倒
極

め
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
、
他

の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
人
倒
引

き
続
き
そ
の
職
種
に
従
事
し
、

指
導
的
立
場
に
あ
る
人

　
〈
推
薦
で
き
る
人
〉
技
能
者
が

所
属
す
る
産
業
団
体
の
長
か
、

勤
務
す
る
事
業
所
の
事
業
主

　
詳
し
く
は
商
工
課
（
容
内
線

ｎ
乙
り
心
｀
１
９
）
へ
○

まさかの時に備えましょう

女性大学を開講

～未来の女性に向かって～

　　市役所＼〒611宇治琵琶33
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'芭吐問しヽ合わせ（S吐申くし込みﾚﾍ
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１　費男の書じ呵ぴ笞導めは芦紆(t.

ト申じ込み=が去め船叱Vftいもめぱト

Ｅ　直接会場ぺお越ﾋﾟｹﾞくぐだjさ,い√☆√ニ

゛　:ト　石'り:で　1'二　　　　""“llヘダ

交通災害共済

火災共済　

に加入を

（
ツ
ベ
ル
ク
リ

ン
反
応
検
査
・

B
C
G
)

秋
の
日
程

　　８月29日俐に予定されていました「宇

治市総合防災訓練」は気象警報発令のた

め中止となりました。開催に向けてご尽

力いただきました市民、関係各団体の皆

様、ありがとうございました。なお、９

月７日出に予定していました「テレビ広

報・さわやか宇治　進む震災対策～宇治

市総合防災訓練～」の放映も中止します。

９月２日(月)から予約加入受け付け

　　　　　　　　　　　(～11月29日㈲)

　○共済期間　８年12月１日～９年11月30日

　○会　　費　交通災害共済１人500円

　　火災共済10500円(１世帯２ロまで)

　○申し込み　①町内会を通じて(申込書を

　　各家庭に配布。10月31日俐までに申し込

　　みを)②市内の金融機関(郵便局を除く)

　　の窓口で　③市役所交通対策課の窓口で

　　　固交通対策課(a内線2258)
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あんな

☆「やあ、ともだち／」グリス・ラシュカ作・

絵／偕成社

　友だちのいない男の子の目の前にあらわれ

た、自分とはちょっとち

がう男の子。おしゃべり

するたびに、びっくりし

たり、どきどきしたり…。

今にも絵本の中からふた

りの男の子が飛び出して

きそうなお話。

☆「調べて学ぶ日本の伝統＜５＞スポーツ」

大川修一監修／大日本図書

　古来受け継がれ、現在も脈々と大衆の中に

生き続けている「相撲」「柔道」「剣道」

「弓道」「空手」「なぎなた」について興味深

く紹介されている。観戦するときにも役立つ

本です。

　　「波のり舟の一佃島渡波風秘帖－」出久根

達郎著／文芸春秋

　何を背負って渡しを渡るのか。佃島の船頭

が見つめるなぞ、人情、怪異、恋…。江戸の

四季の中に、渡し守探偵がさっそうと登場。

江戸情緒の豊かな描写と庶民の心や暮らしを

伝える、ペーソスあふれる異色捕物帳です。

　　「名人は危うきに遊ぶ」白洲正子著／新潮

社

　能や古美術、古典文学に知識が深く、独特

のとらわれない眼で日本文化の「美」の原点

を追及してきた白洲正子。若い日にたずねた

平等院の早朝に極楽の世界をかいまみた名文

など、エッセーをまとめた本です。

　「シェイクスピアのハープ」熊井明子著／

誠文堂新光社

　シェイクスピアは、自分の作品の重要なシ

－ンにしばしばハープ類

を登場させ、その動作や

せりふを強く印象づけて

います。彼の作品中の164

種にのぼるハープの花の

香りと色に迫る美しいカ

ラー版。思わず手に取っ

てみたくなる一冊です。

26
日
困

25
日哨

24
日
脚

20
日吻

19 ’
日哨

18
日
困

13
日圀

12
日
Ⅲ

11
日困

10
日
吹）

６
日出

５
日俐

４
日困

３日
(火)

日

裴

島

棋

島
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盛
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伊
勢田

広

野
開

緑
ヶ
原

遊

田
南
陵町

吹

前

ｌ 奈

倉

明
星町

志
津川

－
－－
室

戸

木

幡

岡

屋

福

角

平
尾台雛

地

区

14

00
S
15

30

13

30
5
14

20

14

40
S
15

50

13

30
S
14

20

10

00
S
11

00

13

30
S
15

30

15

00
5
15

00

13

30
5
14

30

13

30
S
15

00

14

00
S
15

30

10

00
S
11

00

14

30
5
16

00

10

00
S
11

10

13

30
S
15

30

14

20
S
15

20

13

30
S
14

00

10

00
S
11

00

13

30
S
15

30

14

50
S
15

40

13

30
S
14

20

14

40
S
15

50

14

20
S
15

50

13

30
S
14

00

駐
車
時
間

北
槙
島
小
学
校

鴎９

奏i

平

盛

小

学

校

西
大
久
保
小
学
校

旦

椋
公
会

堂
前

伊
勢
田
小
学
校

大
久
保
小
学
校

日
産

開
ア
パ
１

ト
東
側

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

西
小
倉
中
学
校
北門

南

陵
第
一

一
児

童
公

園

槙

島

小

学

校

南
小

倉
小
学
校

北
小

倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車場

賢

一
－一
室
一
戸
団

笑

木

幡
公
民
館
前

岡

屋

小

学

校

ミ

氷

平
尾

台
第
一
児

童
公
園

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場

所

節節H :謡で･25B6)4

　　　　　　　いずれも午後３時半~4時

3歳以上の子供。読み聞かせ、紙芝居ほか

21日出

25日南

　　　　　　　　　いずれも午後3時半～4時

子供から大人まで。主にストーリーテリング

670

■社会保険相談所　４日伽＝木幡公民館、

　18日俐＝小倉公民館、午後１時半～４

　時。年金・健康保険など。圖国民年金

　課(S内線2309)。

■暴力にかかわる困りごと相談　２日(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。回京都府

　暴力追放運動推進センターaO75－451

　－8930。

　市、社会福祉協議会では、こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは８年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

献血
-
●６日團、午前10時～正午、午後１時～

　３時半、サティ大久保店。

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時～10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■宇治こころの電話　毎週月曜～金曜、

　午前９時～午後５時、青少年問題の悩

　みなどお気軽に。a24－0800．

■青少年相談　25日伽､午後１時~4時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～Q

　時半、定員は１回につき先着10人。社

　会福祉協議会a23－0857へ電話予約を。

　受け付け順に相談日・時間を決めます。

■京都府交通事故相談　4Eﾖ伽･}8日出、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。 Q2!－2049。

の
寺
の
瓦
を
宇
治
で
焼
い
た
の
か
は
現
在
で

も
な
ぞ
で
す
が
、
こ
れ
が
解
け
れ
ば
、
飛
鳥

時
代
の
有
力
氏
族
と
工
人
と
の
関
係
な
ど
、

七
世
紀
の
歴
史
の
一
部
が
解
明
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
隼
上
り

瓦
窯
は
昭
和
六
十
一
年
に
、
市
内
で
は
平
等

院
庭
園
に
次
ぐ
二
番
目
の
国
の
「
史
跡
」
に

指
定
さ
れ
た
の
で
す
。

鳥
寺
創
建
直
後
に
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
た
豊
浦
寺
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
飛
鳥

　　　　　　　　かようせ●

一隼上り瓦窯跡－

　
時
は
七
世
紀
の
初
め
ご
ろ
、
場
所
は
冤
道

東
隼
上
り
。
こ
こ
で
大
規
模
な
瓦
の
生
産
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
日
本
で
最
初

の
寺
院
で
あ
る
飛
鳥
寺
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

古
代
の
日
本
人
は
、
こ
の
飛
鳥
寺
に
よ
っ
て

初
め
て
寺
や
瓦
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
の
で

す
か
ら
、
隼
上
り
瓦
工
房
は
日
本
で
最
も
古

い
段
階
の
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
に
は
四
基
の
窯
と
五
棟
の
建
物

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
建
物
は

四
棟
が
瓦
作
り
の
工
房
、
一
番
小
さ
い
一
棟

が
食
堂
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
焼
か
れ
た
瓦
は
、
五
十
♂
も
離
れ
た
、
飛

六地蔵・木幡・五ヶ庄・莵道・炭

山・笠取

9月のし尿収集日程
小倉・伊勢田・槇島・羽拍子・安田

9/13
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、

芝ノ東（jR以西）
9/13

南浦(28～33、80～98、100～110).大京団地、

蓮池．

9/17

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(jR以西)、

新開(J R以西)、平野(J R以西)、
折坂(J R以西)、門前、池山、岡谷、只川、

冤道河原、荒棋(J R以東)、田中(JR以東)、

妙見

9/17 山際・

9/18
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、

西浦宇治・神明・開・広野・大久保・白川・志津
川

9/19
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、

西山(府道以東)、中畑、西畑9/17 半白、東内、又振、山田、紅斎、志津川

9/18
福角(j R以西)、日皆田、岡本、上村、

大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

9/19 乙方、山本、蔭山
9/20 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

9/3・26

戸ノ内、矢落(jR以北)、若森(jR以北)、

丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(JR以西)、

東裏(J R以西と府道以南)、西裏、田原、
旦椋、井ノ尻、北ノ山

9/24

南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、

南遊田､遊田、砂田､毛語一部､中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町9/19

荒棋(JR以西)､田中(JR以西)､大垣内、

谷下り、出口l森本､中筋.大谷､東中、西中、

藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り 9/2・25 中山(近鉄以西)、毛吾、若林、南山、ウトロ

9/4・27

蛇塚､石塚(心華寺通り以西)､寺山(JR以西)、

茶屋裏、久保(J R以西)、上ノ山、山ノ内、

大竹、南ノロ、平盛

9/20
折坂(J R以東)、平野(J R以東)、
福角(j R以東)、一番割､二番割 9/3・26

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、
北山Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ団地、毛語(府道以北)、

若林一部
9/24

南端(JR以東)、五ヶ庄西浦(jR以東)、

新開(J R以東)、笠取、池尾
9/5・30

,弐番(府道以北)､池森､樋ノ尻､里尻(jR以北)、

小桜､石塚(心華寺通り以東)、宮北一郎、

寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4番地)、

中島、久保(J R以東)

9/4・27 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

9/2・25 南山(Ａ)、広岡谷、芝ノ東(JR以東)、三番割
9/6､10/1

春日森､－ノ坪､島前､大町､石橋(大川原線以西)、
中川原(大川原線以西)、大川原､東目川、

西目川､南落合(Ｏの通り～２の通り)
9/3・26 南山(Ｂ)、南山畑、中村(JR以東)

9/4・27

六地蔵(J R以東･以北の全域)、花揃、赤塚、

陣ノ内(j R以東)、正中(J R以東)、御園、

東中(JR以東)、北畠、桧尾、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸(j R以東)、炭山

9/6､10/1
一里山(府道以北)、桐生谷(jR以東)、

東裏(J R以東の府道以北)、開町
9/9､10/2 南落合(3の通り～13の通り)

9/10､10/3
薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)
9/9､10/2 宮東、宮西、宮北

9/10､10/3
大谷、野神一部、小根尾、大開、

尖山一部(２番地・６番地)
9/11、10/4

中川原(大川原線以東)､十一(大川原線以東・

国道以東)．十六(国道以東)、十八(国道以東)、

吹前(市営住宅除く)、

9/11､10/4

野神､大谷一部(上権現町を含む)、琵琶､弐番

(府道以南)、矢落(JR以南)､若森(JR以南)、

米阪、天神、金井戸、白川
9/11､10/4

六地蔵(j R以西・以南の全域)、

陣ノ内(JR以西)､正中(JR以西)､木幡河原、

北島､東中(J R以西)、西中、大瀬戸(J R以

西)、内畑、熊小路、中村(JR以西)、

木幡西浦、南端(J R以西)、壇ノ東

9/12､10/7 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。9/12､10/7
下居、善法、壱番、妙楽、里尻(jR以南)、

蓮華、塔川、宇文字

図書館保健・衛生・相談
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